
 

 

近
畿
地
方
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
二
十
八
回
） 

「
真 ま

土
山

つ
ち
や
ま

」 

・
真
土
山
（
標
高
約
１
０
０
ｍ
）
は
都
が
あ
っ
た
大
和
国
と
紀
伊
国
と
の
国
境

く
に
ざ
か
い

の

峠
の
山
で
あ
っ
た
、
現
在
の
奈
良
県
の
南
西
部
に
あ
る
五
條
市
上
野
町

こ
う
づ
け
ち
ょ
う

か
ら
和

歌
山
県
北
東
端
の
県
境
付
近
の
橋
本
市
隅
田

す

だ

町
ち
ょ
う

真
土

ま

つ

ち

に
わ
た
る
小
山
を
云
う
。 

・
万
葉
集
に
は
飛
鳥
や
奈
良
の
都
か
ら
紀
伊
を
訪
れ
る
天
皇
の
行
幸

ぎ
ょ
う
こ
う

に
お
供
し
た

官
人
が
、
こ
れ
か
ら
訪
ね
る
異
国
へ
の
憧
れ
や
、
家
で
夫
の
帰
り
を
待
つ
妻
の
想

い
な
ど
が
交
錯
す
る
峠
で
あ
る
国
境
の
山
と
し
て
真
土
山
（
信
土
山
と
も
記
さ
れ

る
）
の
感
慨
を
詠
ん
だ
次
の
歌
が
あ
る
。 

 
 

 
 

「
大
宝
元
年
辛 か

の

丑
と
う
し

秋
九
月
、
太
上

だ
じ
ょ
う

天
皇
、
紀
伊

き

国
の
く
に

に 

幸
い
で
ま

す
時
の
歌
」 

１
）
麻 あ

さ

裳 も

よ
し 

紀
伊

き

人
羨

ひ
と
と
も

し
も 

 

真
土
山 

行
き
来 く

と
見
ら
む 

紀
伊
人
羨
し
も 

 
 

 
 

 
 

作
者
・

調

首

つ
き
の
お
び
と  

淡 お
お

海 み

（
巻
一―

五
十
五
） 

（
解
説
） 

 

「
紀
伊
の
国
の
人
は
う
ら
や
ま
し
い
な
。
真
土
山
を
い
つ
も
い
つ
も
眺 



 

 

め
ら
れ
る
紀
伊
の
国
の
人
は
羨
ま
し
い
。」 

・
こ
の
歌
は
題
詞
等
に
よ
る
と
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
の
九
月
に
太
上
天
皇
（
持
統

天
皇
の
譲
位
後
の
称
号
）
が
紀
伊
国
（
現
・
和
歌
山
県
）
へ
行
幸

ぎ
ょ
う
こ
う

の
折
に
お
供
す
る

「
調
首
淡
海
」
と
い
う
官
人
が
、
国
境
の
山
「
真
土
山
」
を
通
る
と
き
、
こ
れ
か
ら

訪
れ
る
紀
伊
国
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
に
胸
を
は
ず
ま
せ
て
詠
っ
た
歌

で
あ
ろ
う
。
と
の
説
が
あ
る
。 

・「
麻 あ

さ

裳 も

」
は
昔
、
紀
伊
国
で
は
、
よ
い
麻
衣

あ
さ
き
ぬ

が
で
き
た
の
で
「
紀
伊

き

（
国

の
く
に

）
」
に
か

か
る
枕
詞
と
な
っ
た
と
す
る
。 

 
 

 

「
後 お

く

れ
た
る
人
の
歌
」 

２
）
麻 あ

さ

裳 も

よ
し 

紀
伊

き

へ
行
く
君
が 

信 ま

土
山

つ
ち
や
ま 

越
ゆ
ら
む
今
日

け

ふ

そ 

雨
な
降
り
そ
ね 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

巻
九―

一
六
八
〇 

 

（
解
説
） 

 

「
紀
伊
の
国
に
付
き
従
っ
た
、
あ
の
方
が
、
今
日
は
、
い
よ
い
よ
国
境
の
真
土
山
（
信

土
山
）
を
越
え
る
日
だ
わ
、
雨
よ
降
ら
な
い
で
お
く
れ
、
」 

・
こ
の
歌
の
題
詞
の
「
後
れ
た
る
人
」
と
は
旅
に
出
ず
、
後
に
残
さ
れ
た
人
、
す
な
わ

ち
家
で
待
つ
奥
さ
ん
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
天
皇
の
行
幸
に
お
供
し
た
官

人
の
家
に
残
っ
た
奥
さ
ん
が
夫
の
旅
の
無
事
を
祈
っ
て
い
る
歌
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 
 

（
参
考
文
献
）
村
瀬
憲
夫
著
「
万
葉
の
歌
」
新
潮
日
本
古
典
集
成
等 



 

 

（
写
生
地
） 

 
 

奈
良
県
南
西
端
の
五
條
市
上
野
町
か
ら
大
和
（
奈
良
）
と
紀
伊
（
和
歌
山
）
の
国

境
（
県
境
）
に
あ
る
真
土
山
と
遠
景
に
幾
重
に
も
重
な
り
合
い
、
稜
線
が
す
ば
ら
し

い
吉
野
・
紀
伊
の
山
々
を
描
く
。
（
池
田
杏
花
） 

 

 


